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【削減状況の自己評価】
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藤田製剤工場

工場等の名称

ｔCO2

原単位当たり排出量

省エネ機器への更新、エネルギー効率を考慮した計画的な製造、製法の最適化等、計画に沿った実施に加
え、2021年度から電力契約を新電力に変更したことで、温室効果ガス排出量の大幅な削減に繋がってい
る。
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温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容
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③ 岡山第一工場

）年度排出量
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47,781

工場等の名称 所　　在　　地

主たる業種

県内の
主　な
工場等

岡山機能糖質工場

岡山市中区藤崎675-1

生産部門　生産戦略室

藤崎研究所 岡山市中区藤崎675-1

藤田製剤工場

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
の該当要件

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況
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氏
　
名

（法人にあっては名称） 住
　
所

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

①

③ 岡山第一工場 岡山市中区藤崎675-1

株式会社林原
702-8006

業種名：食料品製造業

食品・医薬品・化粧品・健康食品等の各種素材及び機能性色素の研究、製造、販売

ｔCO2

岡山第二工場 岡山市北区今保578

藤田工場

削減目標の
達成状況

主な工場等
の排出量
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分類
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事業の
概　要
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部署名：

番号

③CO2換算3,000t以上

09

岡山市南区藤田564-230

（●工場等の数 10 所 ●車両台数（②該当の場合）

岡山市北区今保578

岡山市南区藤田564-176
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藤崎研究所 309

令和 3 箇年度）

「トレハロース」の製造量

未達達成5.0

① 岡山機能糖質工場

目標削減率

2,515
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）年度削減実績

計画期間：

④ 藤田工場

⑥

② 岡山第二工場
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【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

工場等の名称

・省エネ法に基づくエネルギー管理体制のもと、毎月エネルギー使用状況を確認している。
・事業者全体では、常務取締役生産部門長をトップとした環境マネジメント推進委員会で目標設定し、四
半期ごとに報告、効果的な取り組みの水平展開している。
・各事業所においては、事業所責任者をトップとした環境マネジメント部会の中で、予実管理、省エネ検
討、定期的な省エネパトロールの実施等を行っている。
・社内の省エネ提案制度も推進に活用している。

有　

実施した措置及び今後の取組の内容

　 無

その他

その他

県内で
の取組

【推進体制】

CO2フリー電力購入（2023年度は主要工場のある今保事業所において電力使用量の28％を
CO2フリー電力とする。）

　 無

　 無
県内で
の取組

その他工場等
⑦本社
⑧岡山第一工場　桑野作業場
⑨Lプラザ・岡山営業所
⑩岡山第一工場　天瀬作業場（2021年5月操業終了）※計画書に記載があるため残しています。
⑪今保事務厚生棟（2021年9月新設）

岡山機能糖質工場

岡山第一工場

岡山第二工場
藤田工場

岡山機能糖質工場

岡山第一工場

岡山第二工場
藤田工場

（令和４年度実施分）
・製造エリア照明のLED化（CO2削減量5t/年）
・スチームトラップ管理、不良部分の更新（CO2削減量62t/年）
・集塵機の風量調整をインバーター化（CO2削減量17t/年）
・工程反応温度の適正化による蒸気量削減（CO2削減量35t/年）
・アクチ循環ポンプのインバーター化（CO2削減量21t/年）
・事務所棟および生産棟照明のLED化（CO2削減量3t/年）
・CTファンへの温度センサー設置（CO2削減量25t/年）
・蛍光灯のLED化（CO2削減量8t/年）

（今後実施予定分）
・倉庫および製造エリア照明のLED化（CO2削減量5t/年）
・スチームトラップ管理、不良部分の更新（CO2削減量不明）
・分級器の暖機運転時間適正化（CO2削減量24t/年）
・冷却水ポンプのインバータ化（CO2削減量15t/年）
・アクチ循環ポンプのインバータ化（CO2削減量13t/年）
・生産棟照明のLED化（CO2削減量3t/年）
・空調機ファンモーターのインバーター制御化（CO2削減量11t/年）
・蛍光灯のLED化（CO2削減量3t/年）


